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   ＜新型コロナウイルス感染症対策＞ 

  タブレットドリルで家庭学習を支援します 
 

新型コロナウイルス感染症対策として臨時休校している小・中学校、特別支援

学校の児童生徒の学習に著しい遅れが生じないよう、学習支援の一環として、こ

れまでの学習課題の配布に加えて問題データベース「タブレットドリル」を活用

し、下記のとおり家庭学習を支援します。 
 

記 

 

＜各家庭への周知＞ 

 4 月 28 日までに、タブレットドリルへのアクセス方法や使用方法を各家庭に周

知する。（タブレットドリルの使用料は市が負担しますが、通信料は各家庭の負担

となります。） 

 

＜各家庭での取組方法＞ 

 インターネットでタブレットドリルにアクセスし、問題データベースの中から

一人一人に合った課題を選択し、家庭学習に取り組む。（小学校 1 年生は学習内容

が未指導のため、対象から除く。） 

 

＜インターネット環境がない場合＞ 

 各学校に相談する。 

 

タブレットドリルとは 

（学年ごとの対応教科） 

小学 1・2 年生・・・国語・算数 

小学 3～6 年生・・・国語・算数・理科・社会 

中学 1～3 年生・・・国語・数学・理科・社会・英語 

（問題の種類） 

各教科の各単元について、次の 3 種類の問題が用意されている。 

・フォローアップ問題（復習） 

・確かめ問題（定着） 

・チャレンジ問題（発展） 

その他、該当単元の学習内容の練習問題が準備されている。 

各問題は手書き入力と選択肢を選ぶ問題があり、答え合わせを自分でできる。間

違っているとヒントをみて確認できたり、もう一度やり直すことができる。 

 

   問い合わせ 三木市教育委員会 

   教育振興部 学校教育課  電話 0794-82-2000（内線 3520） 

   教育振興部 教育センター 電話 0794-82-2000（内線 713209） 

三木市教育委員会 教育振興部  

学校教育課  課長 坂田 直裕  

       内線：3520 

教育センター 所長 橋本 泰一 

       内線：713209 


